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蓄熱式空調システム
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省エネ効果 & 特記事項

◆ 昼間最大電力の削減（電力負荷平準化効果）
昼間のピーク時間帯に使われる電力を夜間へ移行するため、電力の負荷平準化が可能。
空調にヒートポンプ・蓄熱システムを導入することで、昼間の空調に必要な冷熱の半分を蓄熱でまか
なった場合、昼間最大電力を約２割削減することが可能。

◆ 省エネ性・環境性
蓄熱槽の活用により、ヒートポンプは変動する空調負荷に影響されずに効率的な一定運転が可能。

◆ ディマンドリスポンスへの活用
放熱のタイミングへ熱量を調整することでDR発動時に需要の抑制・創出が可能。

冷房時は夜間の涼しい外気を利用して冷熱をつくるため、ヒートポンプの効率が更に向上。
（外気温 25℃稼働時では、35℃稼働時に比べてヒートポンプの効率は約２割向上。）

◆ 経済性
熱源設備容量を小さくできるので、契約電力削減により電気料金が低減。
加えて、夜間の割安な料金メニュー、単価を利用できる。

◆ 防災対策
非常災害時には、蓄熱槽の水を生活用水や消防用水として利用可能。
（東日本大震災発生時に、蓄熱槽の水を生活用水として活用した事例あり。）

事務所における運転例 防災対策時の利用

導入実績または予定

　国内 設置件数は 33,357件（2022年度　推計）
蓄熱式空調システムによる国内電力需要のピークシフト効果は約 216 万 kW（2022 年度　推計）
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